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研究要旨 
我が国のがん検診の精度管理・事業評価については、平成20年３月に「今後の我が国におけるがん検診事業

評価の在り方報告書（以下、報告書）」が策定され、健康増進法に基づく市町村事業等のがん検診の参考とさ
れてきたが、10年以上の間改定は行われてこなかったため、本研究では、必要な見直しを提案し引き続き検討
していくべき課題について整理することを目的とする。平成20年の報告書について、内容が変更・追加された
項目を住民検診・職域検診の専門家の意見や自治体の意見を取り入れ修正した。検討に当たっては、関連する
厚生労働科学研究と情報交換をすることにより整合性を確保した。班会議で議論された項目のうち、今後検討
が必要とされる課題については、別建てとして報告書に記載した。今後「がん検診のあり方に関する検討会」
へ報告し、がん検診の質の向上に貢献することが期待される。「今後に検討すべき課題」については、他の研
究班などと問題意識を共有して課題解決に努めるとともに、これらを継続的に検討できる組織の構築が求め
られる。 
 
Ａ．研究目的 
がん検診を効果的に実施するためには、適切な

精度管理に基づき、プロセスや実施結果を評価し、
改善に向けた取組を繰り返し行うことが重要であ
る。我が国のがん検診の精度管理・事業評価につい
ては、平成20年３月に「今後の我が国におけるがん
検診事業評価の在り方報告書（以下、報告書）」が
策定され、健康増進法に基づく市町村事業等のが
ん検診の参考とされてきた。報告書では、精度管理
の指標として、技術・体制的指標及びプロセス評価
を用いることに加え、前者の具体的内容として「事
業評価のためのチェックリスト（以下、チェックリ
スト）」「仕様書に明記すべき必要最低限の精度管
理項目」、後者については、要精検率や精検受診率
等に基づく指標が提案、策定された。その後、チェ
ックリストについては、個別検診の増加等に対応
するため、厚生労働科学研究補助金による研究等
に基づき改訂が行われてきた。また、第3期がん対
策推進基本計画に基づき、職域においても科学的
根拠に基づくがん検診が実施されるよう、保険者
等への参考として「職域におけるがん検診に関す
るマニュアル（平成30年３月）」が策定された際に
は、報告書を参考にした精度管理・事業評価に関す
る内容がまとめられた。なお、報告書にも記載され
ているがん検診の受診率については、「がん検診受
診率等に関するワーキンググループ報告書（平成2
8年９月）」がとりまとめられ、地方自治体に対し
ては、市町村間で比較可能ながん検診受診率算定
法に関する通知が発出されている。 
このように、がん検診の精度管理・事業評価は、

がん検診の有効性を高めていくために重要な一翼
を担っていることから、必要に応じた適宜の見直
しは行われてきた一方、報告書の全体的な見直し
については、策定から10年以上行われてこなかっ
た。本研究では、令和2年度に行われた、報告書の
課題抽出及び、改正案作成ついて継続して議論し、
他の関連研究班とも適宜情報共有をしつつ、修正
案を作成した上で、「がん検診のあり方に関する検
討会（以下、検討会）」に報告することを目指す。 
 

Ｂ．研究方法 
 
○ 報告書における課題の整理 
平成20年の報告書の内容については、「正確な受

診率の把握について」等、その後、必要な検討が行
われたため、報告書の内容と一致しない項目があ
ることが指摘されている。令和２年度は、過去の見
直し内容を含め、検討が必要な課題を整理し、改定
案作成および都道府県担当者への説明会を行った。
本年度は、意見を整理し、職域におけるがん検診の
実態や他の研究班の成果をふまえた検討を行う。 
報告書の内容は、がん検診全般に及んでおり、専

門性をふまえ、以下のような役割分担を行う。 
 
胃がん：加藤勝章 
大腸がん：斎藤博、松田一夫 
肺がん：佐川元保、中山富雄 
子宮頸がん：青木大輔 
乳がん：笠原善郎 
職域検診：祖父江友孝、立道昌幸 
検診実施機関および健診・検診全般：羽鳥裕、大内
憲明、雑賀公美子、町井涼子 
総括：高橋宏和 
 
尚、検討に当たっては、関連する厚生労働科学研

究補助金による研究（「より適切ながん検診の提供
に関する研究（代表者；高橋宏和）、「職域におけ
る、より質の高いがん検診を提供するための研究
（代表者：祖父江友孝）等」における取組と整合性
を確保するよう努める。 
 
○ 個別課題に関する検討 
受診率向上や精度管理・事業評価に関する個別

課題について必要な見直しを行う。また、前述「報
告書における課題の整理」において、既存の取組以
外の課題が挙げられた場合についても、同様に個
別研究を行うこととする。 
 
○ がん検診のあり方に関する検討会への報告 
改正案を修正後、がん検診のあり方に関する検



2 
 

討会へ報告し、今後のがん検診事業のあり方の一
助とする。 
 

Ｃ．研究結果 
令和３年度に２回の班会議を開催し、以下のよ

うに意見を集約した。 
 
○ 報告書における課題の整理 
平成20年の報告書について、内容が変更・追加さ

れた項目を修正した。特に構成については総論と
各論を分けるなど大幅な見直しを行い、分かりや
すい内容になるように修正を加えた。班会議では、
住民検診・職域検診における専門家の意見をふま
え修正し、2021年2月に都道府県向け説明会を開催
することにより、自治体の意見を取り入れ再度修
正し、第33回および第34回がん検診のあり方に関
する検討会に報告した（別紙1、2参照）。プロセス
指標の基準値の見直しについては、実測値との乖
離があるため、学会関係者などとの調整が必要で
ある。 
 
○ 個別課題に関する検討 
受診率向上や精度管理・事業評価に関する個別

課題について必要な見直しを行った。検討に当た
り、関連する厚生労働科学研究補助金による研究
（「より適切ながん検診の提供に関する研究（代表
者；高橋宏和）、「職域におけるより質の高いがん
検診を提供するための研究（代表者：祖父江友孝）
等」と情報交換をすることにより整合性を確保し
た。また、班会議で議論された項目のうち、今後検
討が必要とされる課題については、別建てとして
報告書に記載した。 
 
○ 報告書の見直しに向けた提案 
研究成果について、第33回がん検診のあり方に

関する検討会および第34回がん検診のあり方に関
する検討会において報告を行い、今後のがん検診
事業のあり方の参考資料として貢献した。 
 
Ｄ．考察 
がん検診事業に関する平成20年の報告書の内容

を見直し、現状に沿った内容に取りまとめた。本研
究の成果は、がん検診のあり方に関する検討会に
諮られたのちに、広くがん検診に関わる者に共有
されることで、がん検診の質の向上に寄与するこ
とが期待される。プロセス指標の基準値の見直し
については、実測値との乖離があるため、学会関係
者などとの調整が必要である。また、今後に検討す
べき課題については、他の研究班などと問題意識
を共有して、課題解決に努める必要がある。がん検
診に関する状況は毎年変化しているため、本研究
に留まらず、継続的に改定を検討できる組織の構
築が求められる。 
 
Ｅ．結論 
がん検診事業に関する平成20年の報告書の改定

案を取りまとめた。第33回および第34回がん検診

のあり方に関する検討会で報告しており、がん検

診の質の向上に貢献することが期待される。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 なし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 
 1. 特許取得 
なし 

 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 
 3.その他 
 なし 
    


